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事業所概要



4

01 事業所概要

介護付有料老人ホーム なかがみ苑

所在地

設立

定員

平均要介護度

職員

沖縄県沖縄市字登川５６６番地
なかがみ地域包括センター

２０２２年２月１日

特定施設入居者生活介護有料老人ホーム

６０名 （３・４階各２８床 ５階４床）

要介護３.２

介護福祉士１３名・介護助手５名
看護師４名・作業療法士１名・相談員１名
介護支援専門員１名・管理者１名

サービス種類
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介護付有料老人ホームなかがみ苑

介護付有料老人ホームなかがみ苑

看護小規模多機能型居宅介護 愛貴
敬和医院

通所リハビリテーション ちばな
訪問介護ステーション なかがみ
居宅介護支援事業所 なかがみ

５
階

４
階

３
階

２
階

１
階

B1階 厨房・機械室・リネン室・駐車場

介護付有料老人ホーム
なかがみ苑

施設紹介



6

02
取組概要・流れ
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02 取組概要・流れ

①プロジェクトチームの立ち上げ
②キックオフ宣言 ８月

①気づきシート作成・収集
②緩やかな因果関係図の作成、課題を抽出・分析 9月

①導入計画書の作成、役割分担
②導入準備（保管場所・活用ルール・リスク検討）
③KPIの検討、設定

10月

①手順書作成、アンケート作成・配布・回収・分析
②導入前の時間計測、アンケートの実施・集計
③PJメンバー内で試行的導入

11月
12月

①手順書の見直し、職員向けの小規模勉強会
②ご家族へ向けた説明の準備・実施
③試行的運用開始、効果検証（１週間）の設定
④導入後の時間計測、アンケートの実施・集計、分析、評価

1月

①OJTの仕組み作り（職員全体へ勉強会の実施）
②本格導入の準備、メーカーとの調整、職場環境の整備

1月
以降

今回の取り組みにおける実施事項・流れ
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03
取組結果・成果
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03 取組結果・成果

【手順１】改善活動の準備をしよう

プロジェクトメンバー６名

職種・役職 プロジェクト上の役割

看護部長 統括責任者・実施責任者

介護福祉士A プロジェクトリーダー

介護福祉士B マニュアル運用・ルール担当

介護福祉士C 調査・集計担当

介護福祉士D 研修・技術担当

介護福祉士E リスク検討担当

プロジェクトメンバー選出のポイント

・現場を冷静に見つめ、利用者の安楽と職員
の安全を両立できる視点を持っている。

・新しい取り組みに前向きで、学びと実践を
愉しみながらチームで挑戦できる。

・経験の深さと成長の両方を活かし、
なかがみ苑らしい業務改善を形にできる人材。
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03 取組結果・成果

【手順１】改善活動の準備をしよう

プロジェクトミーティング

〈開催頻度〉
・月１回の定例ミーティング時
・適宜、LINEで連絡を取り合う

〈開催場所〉
・５階談話室
・各フロアスタッフステーション

キックオフ宣言

・統括責任者が定例ミーティング時に
キックオフ宣言
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03 取組結果・成果

【手順2】現場の課題を見える化しよう

気づきシートの収集

〈気づきシート収集対象〉
・プロジェクトメンバー

〈主な内容〉
・業務量が多い
・腰や膝が痛いなどの
身体的負担
・２人で行うケア（業務)
を１人で行っている
・不安、負担が大きい

因果関係図

原因 結果 悪影響
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03 取組結果・成果

【手順2】現場の課題を見える化しよう

• 介助方法が力任せ

• 時間が無い、時間に追われている

• ベッドの高さ調整を行わずケアを行う

• 場所が狭い場合は無理な姿勢で行う

• 配置人数が居ないときに、体格が大きい方のケアを

１人で行うことがある

⚫ 腰痛の要因
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03 取組結果・成果

【手順2】現場の課題を見える化しよう

本プロジェクトの目的

課題解決の道筋

ノーリフトケア（スライディングシートを想定）を導入して職員が活用できるようにすることで、

職員の身体的・精神的負担を軽減し、効率的で持続的な施設運営を実現する。

入居者様へ安心・安全で快適なケアを提供できる。

二人で行う移乗・体位変換を一人で行っていることに対し、

ノーリフトケアを導入することにより、

負担なく一人で行えることとなり、

業務量の多さ・介助に要する時間の問題が解消・軽減され、

身体的負担がなくなり、腰痛の改善が期待できる。



14

03 取組結果・成果

【手順3】実行計画を立てよう

改善取組 具体的内容

★職場環境の整備 スライディングシートの保管場所の選定・管理番号の設定

業務の明確化と役割分担
業務全体の流れの再構築

★手順書の作成 使用する職員全員が理解できるよう場面別、視覚的にわかりやすい業務マニュアル作成

記録・報告様式の工夫

情報共有の工夫 すぐ手順書を確認できるよう、各フロアのスタッフステーション内のホワイトボードに掲示

★OJTの仕組みづくり 勉強会の開催、資料作成、個別でコーチング・ティーチング

理念・行動指針の徹底

〈導入するテクノロジーの種類〉 スライディングシート
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03 取組結果・成果

【手順3】実行計画を立てよう

成果指標の設定

成果指標を設定する文節 設定した成果指標 成果指標の測定方法 測定期間・時期

身体的負担
ポジショニングにおける

心理的・身体的負担の度合い
設問・４段階評価

アンケート
１回／１ヶ月

業務量・移乗・体位変換
ポジショニングを整えるまでに

要した時間
眠りSCANカメラで確認

導入前後３日間
／計６日間

身体的不調による休職者が減る 休職者数
腰痛が原因で

離職した人数調査
１回／６ヶ月

利用者の身体的負担 睡眠の質
眠りSCAN

（睡眠日誌）
導入前後３日間
／計６日間

今後導入したい機器 アンケート
現在の取り組みが
軌道に乗り次第
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03 取組結果・成果

【手順4】改善活動に取り組もう ～テクノロジー導入・業務改善取組の準備～

〈実施した内容〉

①職場環境の整備

②手順書の作成

③入居者様のご家族への説明

④職員向けの説明と研修

⑤スライディングシート導入前のKPI測定

⑥リスクの洗い出しと対応策の検討

⑦プロジェクトメンバー内で試行的導入

⑧職員へのアンケート作成
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03 取組結果・成果

【手順4】改善活動に取り組もう ～テクノロジーの活用に向けた準備内容の詳細～

手順書・マニュアルの作成

（上記画像出典）
株式会社 モリトー ホームページより引用
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03 取組結果・成果

【手順4】改善活動に取り組もう ～テクノロジーの活用～

〈機能〉
移動・移乗・寝返り・更衣動作の際に
生じる摩擦を低減し
利用者および介助者の負担を軽減する

〈活用場面・時間帯〉
居室ベッドにて使用 ２４時間

〈活用方法〉
臥床時のポジショニング、体位変換の際に使用

〈製品名〉
移座えもんシート（ブラック）
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03 取組結果・成果

【手順4】改善活動に取り組もう ～業務改善の取組～

いつも感じる

53%
時々感じる

47%

いつも感じる 時々感じる あまり感じない 全く感じない

計16名

毎回行う

53%
時々行う

47%

全く行わない

0%

毎回行う 時々行う 全く行わない

計16名

ポジショニングを行う際は、
ベッドの高さ調整をおこないますか？

ポジショニング時に身体的負担を感じますか？

職員へのアンケートの実施
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腰

45%

肩

10%

背中

21%

首

8%

手首

8%

その他

8%

利用者の身体を持ち上げる

時, 15, 46%

体位変換, 13, 

39%

クッション・ポジショニング材の

調整, 5, 15%

負担を感じる部位はどこですか？
（複数選択可）

負担を感じる具体的な動作はどれですか？
（複数選択可）

03 取組結果・成果

【手順4】改善活動に取り組もう ～業務改善の取組～

職員へのアンケートの実施

計16名 計16名
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①全く感じない, 2名

②やや感じる, 2名③感じる, 6名

④とても感じる, 0名

①全く感じない ②やや感じる

③感じる ④とても感じる

腰痛の度合い 体位変換の負担

①なし, 3名

②少し痛

い, 2名
③痛い, 4名

④かなり痛

い, 1名

①なし ②少し痛い

③痛い ④かなり痛い 計10名

03 取組結果・成果

【手順4】改善活動に取り組もう ～業務改善の取組～

職員へのアンケートの実施

計10名
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①全く感じない, 2名

②やや感じる, 5名

③感じる, 3名
④とても感じる, 0名

①全く感じない ②やや感じる

③感じる ④とても感じる

体位変換時の難しさ

03 取組結果・成果

【手順4】改善活動に取り組もう ～業務改善の取組～

職員へのアンケートの実施

計10名
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03 取組結果・成果

【手順4】改善活動に取り組もう ～小さな改善事例の共有～

⚫ 課題
業務改善に対する不満や課題の声が挙がり、新たな取り組みについて理解が進まず
使用開始までに時間を要した。

⚫ 対応
文章のみでの情報共有では限界があると判断し、個別OJTを通じて、使用目的や
具体的な手順を現場で説明・共有した。
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03 取組結果・成果

【手順5】改善活動を振り返ろう

設定した成果指標の結果

①なし, 7名

②少し痛い, 2名

③痛い, 1名 ④かなり痛い, 0名

腰痛の度合い

①なし, 3名

②少し痛

い, 2名
③痛い, 4名

④かなり

痛い, 1名

（計10名）

7割→3割へ減
腰痛を感じる職員の割合
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①全く感じない, 8名

②やや感じる, 2名

③感じる, 0名

④とても感じる, 0名

①全く感じない, 2名

②やや感じる, 2名③感じる, 6名

④とても感じる, 0名

体位変換の負担
（計10名）

８割→2割へ減

03 取組結果・成果

【手順5】改善活動を振り返ろう

設定した成果指標の結果

体位変換の負担を感じる割合
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①全く感じない, 2名

②やや感

じる, 5名

③感じる, 

3名

④とても感じる, 0名
①全く感じない, 3名

②やや感じる, 4名

③感じる, 2名

④とても感じる, 1名

体位変換時の難しさ
（計10名）

８割→７割へ減

03 取組結果・成果

【手順5】改善活動を振り返ろう

設定した成果指標の結果

体位変換時の難しさを感じる割合
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03 取組結果・成果

【手順5】改善活動を振り返ろう

導入前 平均 3分45秒
現時点では操作に不慣れなため、
時間を要したと思われる。

ポジショニングを整えるまでに要した時間の計測を、スライディングシート使用前後、
眠りSCANカメラにて計測

導入後 平均 3分57秒
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僅かではあるが、覚醒時間・回数の減少がみられた。
今後も継続していくことで、睡眠の質の向上が期待される。

比較結果をグラフや表等で記載
してください。

目標と実績に差異がある場合、
その要因の検討方法や内容を記
載してください。検討する上で苦労
した点や工夫した点があれば併せ
て記載してください。

03 取組結果・成果

【手順5】改善活動を振り返ろう

眠りSCANの睡眠日誌にて、スライディングシート使用前後での睡眠の量を比較
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03 取組結果・成果

【手順6】実行計画を練り直そう

現在は、本格導入に向けた試験的運用段階にあります。

✓ 全職員対象とした勉強会や現場でのOJTを通じて、使用手順や注意点の

理解促進を図っています。

✓ また、運用する中で挙がった現場の意見を踏まえ、運用ルールの見直しを

行いながら、誰もが迷わず活用できる体制の構築を目指しています。
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04
取組のまとめ
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04 取組のまとめ

職員/利用者からのコメント

職員からのコメント

• 絶対あったほうがいい
• 慣れたらできそう・・・
• もっと大きめのシートがあるといいね
• 効果的な使用方法を学んで腰への負担感が減りました。
• 利用者への皮膚への摩擦リスクが減り安心感がある。

• 手でやったほうが早い・・・
• 防水シーツがある時は、引っかかり使いづらい。
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04 取組のまとめ

プロジェクトを通じた職員・組織の成長や今後の方針

取組のまとめ

〈管理者からのコメント〉

今回の業務改善プロジェクトは、「職員が楽になるためだけ」でも「利用者のためだけ」

でもありません。

利用者が安楽に、安心して過ごせること、職員が無理なく、長く働き続けられること、

その両立を、現場の知恵と実践で形にする取り組みです。

メンバー皆さん一人ひとりの強みが合わさることで、なかがみ苑からノンリフトケアという

新しい風を発信しましょう。

きっと実践的で暖かみのあるノンリフトケアが形になると信じています。

失敗や試行錯誤も含めて学びです。楽しみながら、一緒にチャレンジしていきましょう。
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04 取組のまとめ

プロジェクトを通じた職員・組織の成長や今後の方針

取組のまとめ

〈プロジェクトを通じて得た学び、感じたこと〉

・業務改善に対する不満や課題の声が挙がっていた。

・本プロジェクトを通じ、職員間のコミュニケーションが促進され、チームワークの向上に
つながった。

・個別OJTを通して、施設内の課題に対し協働して取り組む意識が形成された。

・一方で、文章のみでの情報共有には限界があり、伝達方法の工夫が今後の課題である。
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04 取組のまとめ

プロジェクトを通じた職員の成長・組織や今後の方針

取組のまとめ

〈事業所としての今後の方針〉

・施設開設後約4年が経過し、眠りSCAN・インカム等のICT機器は、
一定程度導入が進んでいる。

・一方で、介護・福祉用具の導入については十分とは言えない状況である。

・今回のスライディングシート導入を契機として、
福祉用具および関連機器の段階的な導入を検討する。

・職員の業務負担軽減および入居者様にとって
安全で快適な環境整備を継続的に推進していく。
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ご静聴有難うございました。
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